
肇

論

の

研

究

日

釜

淵

清

英

第

四

章

般

若

無

知

論

本
章

に
於
て
は
專
ら
般
若

の
置
ハ智
を
完
層
な
き
ま
で
各
方
面
か
ら
詳
論

し

て
、
差

別
智
と
明
瞭

に
辮
別
す
る
。

先
づ
般
若

(
℃
ゑ

鼠

)
の
智
慧
を
開
示
し

て

'

夫
般
若
虚
玄
者
、
蓋
是

三
乗
之
宗
極
也
、
誠
眞

一
之
無
差
。
(正
藏
四
五
、
一
五
三
)

と

云

ふ
。
大
智
度
論

(巻
四
+
三
)
に
も
同
檬

に

般
若
者

一
切
諸
智
慧
中
最
爲

第

一
、
無
上
無
比
無

等
、
更
無
勝
者
、
窮
審

到
邊

、
如

一
切
衆
生

中
佛
爲
第

一
。

(
正
藏
二
五
、
三
七
〇
)
と
推
基
し

て
居

る
。
亦
川
老
も
「
最
上
乗
」
(金
剛
経
川
老
碩
古
詳
記
)
と

云

ふ
。
斯

く

の
如
く

コ
ご
乗

之

宗
極
L

で
あ
り
「
最
上
乗
」
で
あ

る
般
若

の
智
は
無
論
、
人

々
本
具

の
佛
性
を
其

儘
顯
す
所

に
登
露

す

る
も

の
で
あ

る

が
、
言
詮
思
慮

の
企
及
す

べ
き
も
な

い
も
の
で
あ

る
か
ら
彼
も
左
の
如
く
謂

ふ
。

余
以
短

乏
、
曾
厩
嘉

會
、
以
爲
上
聞
異
要

、
始
於
時
也
、
然

聖
智
幽
微

、
深
隠
難
測
、
無
相
無

名
、
乃
非
言
象
之

所
得
、
爲
試
岡
象
共
懐
、
寄
之
狂
、
貴

日
聖
心
而
可
辮
哉
。
(同
論
、
一
五
三
)

是
れ
傅
翁
が

一
心
を
提
示
し
て

肇
・
論

の
研

究

(五
九
)
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肇

論

の
研

究

(六
〇
)

観

心
塞
王
、
玄
妙
難
測
、
無

形
無
相
、
有
大
紳
力
、
能
滅
千
宍
、
成
就
萬
徳
、
膿
性
錐
塞
、
能

施
法
則
、
観

之
無

形
、
呼

之
有
聲
、
爲

大
法
將
、

心
戒
傳
経
、
水
中
璽
味
、
色
裏

膠
青

、
決
定
是
有
、

不
見
其
形

。
云

々
(心
王
銘
)

と
読
く
。
宇
宙

の
窮
極

は
到
底
詮
表
し
得
ら
る

～
も
の

で

な

く
、

論
経
を
槍
す

る
に
眞
如
、
佛

性
、
如

來
藏

、
法

身

、
眞
際
等

々
と
云
ひ
、
老
荘
は
抱

一
、
玄
徳

、
谷
紳
、
玄
牝
、
眞

人
、
太

上
等

々
と
異
名

が
あ

る
如

き
は
磨
詮
を

意
味
し
て
ゐ
る
。

然

も
無
相
無

象
な
れ
ば
六
租
慧
能
大
師
も

常
自
言
我
修
般
若
、
念

々
読
塞
不
識
眞
室
、
般
若
無

形
、
暫
慧

心
帥
是
、
若
作
如
是
解

、
即
名

般
若
鯉
。

(六
祀
壇

趣
般
若
第
二
)
放
光
般
若
経
も
同
様

に

9

五
陰
無
相
如
幻
如
響
如
夢
如
影
如
熟
如
焔
、
何
以
故

、
夢
幻
之
法
無
所
有

故
、
無
所
有
者
則

一
相
、

一
相
者
則
無

所
相

以
是
故
、
須
菩
提
、
當
知
檀
波
羅

密
無
有
相
。
(
正
藏
八
、
一
二
三
)

等
は

不
可
言
説
な

る
事
を
暗
示
し

て
居

る
。
從

つ
て
差
別
智

、
概
念
的
認
識
を
以

て
は

一
切
劉

を
知

る
事

は
不
可
能

で
あ

る
。
般
若
の
智
慧
は
知

る
も

の
も
、
知
ら

る
～
も

の
を
も
知

る
故

に
無
智
と

云
は
れ

て
ゐ

る
。
彼
は
之
を

此
辮
智
照
之
用
、
而

日
無
相
無
知
者
何
耶
、

果
有
無

之
知

、

不
知
之
照
明
尖
、
何
者
、

夫
有

所
知
、

則
有
所

不

知
、
以
聖
心
不
知
、
故
無
所
不
知

、
不
知
之
知
、
乃
日

一
切
知
。
(圧
藏
四
五
、
一
五
三
)

と
云

つ
て
ゐ
る
。
長

母
寺
無
住
は
言

つ
た
。

、

-
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「
正
智
必

ズ
無
念
無
分
別

ナ
リ
、
是
故

二
大
智
無
分
別

ト
云

ヒ
般
若
無
智

ト

モ
云

ヘ
リ
、
無
縁

ノ
朴

ヲ
以

テ
無
相

ノ
境

ヲ
ノ縁

ズ

ル
ガ
故

ナ
リ
、
梱観
照
般
若

ノ
ロ具
轡
ハ
ノ
.智
彗
心
ナ
リ
」

(砂
石
集
、
四
上
)

叉
曰
く

是

以
聖
人
虚
其

心
而
實
共
照
、
絡

日
知
而
未
嘗
知
、
故
能
黙
耀
聡
光

、
虚

心
玄
竪
、
閉
智
塞
聰

、
而
猫
畳
冥
冥
者

{矢
。
(同
論
、
一
五
三
)

,

聖
人

そ
の
心
を
虚
無

に
し
て
眞
智

の
光
輝
が
永
遠

化
す

る
の
で
あ

つ
て
、
老
子

は
政
事

に
於

て
も

是
以
聖
人
之
治
虚
共
心
、
實
共
腹

、
弱
共

心
、
張
共
骨
。
(道
徳
縄
第
三
章
)
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

高
調

し
て
居

る
。

ニ
コ
ラ
ズ
ク
ザ

ノ

ス

(
Z
剛8
訂
霧

9

。・9
葛
ω口

§

i
§

一)
も

「
無

知
の
知
」
(畠
。
。鼠

戯
昌
o
翁
三
猷
)
に
於

て
の
み
紳

の
實

在
を
認

め
得
る
と
叫

ん
だ

。
共
「
無
」
知

は
ソ
ク
ラ
テ

ス

(
ω
oξ
馨
⑦
。・
ゆ
●ρ

埼
o
占
¢⑩
)
と
同

じ
く

、
眞
知

へ
の
手
段

過
程

で
あ

つ
て
、
絶
封

の
無
智
、
鼠
ハ實
在

の
本
地
の
智
を
指
摘

し
た
も

の
で
あ

る
。
差
別
智

と
全
然

共
深
淵

さ

に
異

つ
て
居

る
。
其
故
寳
藏
論

に
も

若
有
所
知
即
有
無
知
有
知

不
知
即
有

二
也
、
是

以
大
智
無
知
而
無
不
知
、
熾
然
常
知
、
常

知
無

知
假
號
爲
知
、
非

我
非
所
非

心
非
意
。
(正
藏
、
四
五
、
H
四
入
)

と
云

つ
て
、
無
知
は
有
知
と
俊
別
さ
れ
、
而

し
て
共
は
却
て
大
智

で
あ
り
と
説

い
て
居

る
。
唯
詮

表
法

に
於

て
ウ
パ

ニ
シ
ヤ

ツ
ド
が
梵

を
「
曰
く
非
」
「
曰
く
非
」
ω
と
否

定
語
を
以

て
指

示
す
る
の
と
異
ら
な

い
。
王
陽

明
は
積
極
的

に
智

馨
甲
論

の
研

究

(六
剛
)
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肇

論

の
研

究

(六
..)

を
読

い
て
ゐ
る
。

良
知
之
昭
明
雲
畳
、
圓
融
洞
微
、
廓
然
與
太
虚
同
膿
。
(王
陽
明
全
書
谷
六
、
+
四
頁
左
)

と

読
い
て
ゐ
る
。
之

と
同
様

に
彼
も
亦
、

然
則
智
有
窮
幽
之
堕

、
而
無
知
焉
、
紳
有
鷹

之
用

、
而
無
慮
焉
、
紳
無
慮
、
故
能

猫
王
於
世
表

、
知
無

知
、
故
能

玄
照
於
事
外
、
智

錐
事
外
、
未
始
無
事
、
神
錐
世
表
、
絡

日
域
中
、
所

以
傭
仰
順
化
、
鷹
物
無

窮
、
無

幽
不
察
、

而
無
照
功
、
斯
則
無
知
之
所
知
、
聖
神

之
所
倉
也
。
(同
論
、
↓
五
三
)

聖
智
は
鷹
會
轄
攣

が
自
在

に
し
て
、
然
も
本
膿
を
離

れ
ぬ
。
東
嶺
和
爾
は
之
を
詠
じ

て

黄
鳥
微

希
鼓
琶
、
紅
桃

日
暖
薄
籠
煙
、
蛾
眉
蜷
首

一
群
女
、
各
戴
花
枝
綿
繍
肩
。

(毒
語
注
心
縄
)

と
、
智
は
事
外
を
玄
照
す

る
け
れ
ど
も

、
「
未
始
無
事
」
な

れ
ば
、

・
錐
云
曇
智
玄
照
事
外
、
即
色

知
室
也
、
非
謂
離
色
有
塞
、
紳
自
在
於
世
間
之
表
、
非
謂

不
化
衆

生
、
終

日
在

域
中

慮
化
。
(肇
論
疏
、
正
藏
四
五
、
一
七
七
)
で
あ

る
Q

斯

の
如
く
云

へ
ば
自
ら
萬
象

の
不
有

に
し
て
不
無
な

る
妙
法
な

る
が
如

く
で
、
相
封
的
な
知
識

、
概
念

の
潰
絶
を

待
つ
て
般
若
の
智
慧
が
顯
現
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
誘

如
会

ふ
。

然
共
爲
物
也
、
實
而
不
有
、
虚
而

不
無
、
存
而
不
可
論

者
、
其
量
智
乎
。
(同
論
、
一
五
三
)

か

く
把
捉

し
難

く
嘆
息
の
僻

を
漏

さ
ざ

る
を

得
な

い
、
我

が
蘭
漢
道
隆
は
此
清
息
を

」
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般
若

者
、
梵
語
此
日
智
慧

、

途
諸
境
界

心
背
故
、

不
知
無
我
我
即
遇
痴
杢
膿
也
、

離

愚
凝
謂
押

、

有
其
方
便
謂

,慧
、
智
者
慧
之
膿

、
慧
者
智
之
用
也
、
衆
生
本

來
具
足
奥
、
三
世

諸
佛
歴
代
祀
師

天
下
老
和
術
、

縣
之
施
妙
用
、

現
紳
通
、

下
喝
行
棒

、
眞
般

若
非
文
字
、
蚕
動
含
鰯
、
本
來
眞
如
也
、
即
今

且
道

、
那
箇
是
般
若

、
良
久
日
、

日

面
佛

月
面
佛
。
(町
田
呑
空
編
、
注
心
経
)

と

云
ふ
。
道

隆
の
「
日
面
佛
月
面
佛
」
の

一
喝
裡

に
般
若

の
眞
面
目
躍
動
し

て
居

る
。
「
非

文
字
」
と
云

ふ
は

「
法
性
無

相
故
聖
智
無
知

」
(往
生
論
注
下
)
で
あ

る
か
ら
で
あ

る
。
故

に
叉

曰
く

欲
言
有
、
無
状
無
名
、
欲
言
共
無
、
聖
用

之
露
、
聖
以
之
霞
、
故
虚

不
失
照
、
無
状
無
名
、
故
照

不
失
虚

、
照
不

失
虚
、
故
混
而

不
楡
、
虚
不
失
照
、
故
動
以
接
轟
、
是
以
聖
智

之
用
、
未
始
暫
磨

、
求
之
形
、
未

暫
可
得
。

(同

論
、

一
五
三
)

是

れ

、

ア

ン
ゲ

川

ス

・

シ

レ
ジ

ウ

ス

(
〉
昌
σq
o
ピ
の
o∩
崇

mご
。。
)

が

こ
国
q

尉
酔
巴
。。
沖臼

ω
o

冠
o
闘昌

㎞
国
①
「
冨

昌
昌

含
o
窪

9
ご
o
『
巳
。
ゲ
㌦

9

5

9

こ

げ
日

邑
。
耳

。。o
ゴ
●、、
②

と

歌

つ
た

悟

境

と

比

較

し

て

頗

る

酷

似

し

て

ゐ

る

。

ま

た

「
不

知

而

自

知

、

不

爲

而

自

爲

」
(同
論
、

一
五
三
)
の

融

通

性

は

灘

宗

に

説

く

一
心

の

用

な

れ

ば

、

一
心

の

神

機

妙

用

は

芸

々

と

し

て

測

る

事

も

象

る

事

も

不

可

能

で

、

死

心

悟

新

が

四

轄

語

を

以

て

僅

が

に

示

唆

し

て

ゐ

る

。

死

中

有

活

、

活

中

有

死

、

死

中

恒

死

、

活

中

恒

活

。

(綾
藏
縄
第

一
輯
第
二
編
第
二
+
三
套
第
五
冊
四
亘

二
+

一
頁
左
)
と

あ

る

を

肇

論

の

研

究

(
六
三
)
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臣筆
論

の
研

究

(六
四
)

以

て
も
殆
ん
ど
推
測
出
來

る
と
思

ふ
。

巳
上
述

べ
來

つ
た
如
く
般
若

の
智
慧
は
そ

の
膿
、
そ
の
用
土
ハ
に
至
妙

至
鼠
ハに
し

τ
既

に
説

い
た
如

く
に
名
く
可
か

ら
す
、
象

る
も
當
ら
す
、
然
も
過
現
未

の
三
際

に
亘

つ
て
増
滅
も
な

い
℃

百
尺
竿

頭

一
歩
を
出

で
ざ

れ
ば
之
を
明
ら

か
に
す

る
事

は
出
來

ぬ
に
も
拘
ら
す
迷
霧

の
里
に
於
て
擬
議
動
著
し

て
居

る
を
以

て
、
恰
も

ソ
ク

ラ
ナ
ス
が
問
答
法

に
由
り
説
喩
す

る
如
く

一
問

一
答

法
を
探

つ
て
左

に
論
読
し
て
ゐ
る
。

先
づ
前
出

の

「
知
有
窮
幽
之
襲
而
無
知
焉
」
。
「
神
有
慮
會

之
用
而
無
慮
」
。
と
云
ひ
、

叉
「
無

知
即

無
智
」
、
「
無
慮
即

無
會
」

と
説
く
は
頗

る
理
論

の
矛
盾
が
あ

る
。
果
し

て
斯

く
言

ふ
も
根
擦
あ

り
や
と
問

ふ
。

之

に
封
し

て
老
子
が
云

ふ
所
謂

天
地
不
仁
、
以
萬
物
爲
稠
狗
、
聖
人

不
仁
、
以
百
性
爲
鯛

狗
。

(道
徳
紹
第
五
章
)

の
語

を
假
借
し

て

旧

夫
聖
入
功
高

二
義
而
不
仁
、

明
途

日
月
而
彌
昏
、

量
日
木
石
書
共
懐

、

共

於
無
知
而
已
哉
、

誠

以
異

於
人
者
紳

明
、

故
不
可
以
事
相
求
之
耳
。

と
云

つ
て
言
詮

不
及
意
路

不
透
な

り
と
断

じ
、
更

に

何
者
、
経

云
、
眞
般
若

者
、
清
漂
如
虚

塞
、
無

知
無
見

、
無
作
無
縁
、.
斯
則
知
自
無
知
奥
、
貴

待
返
照
、
然

後
無

知
哉
、
若
有
知
性
塞
而
稻
浄
者
、
則

不
辮
於
惑
智
、
三
毒
四
倒
亦
皆

清
澤

、
有

何
濁
奪
於
般
若

、
若
以
所
知
美
般
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若
、
所

知
非

般
若
、
所
知

自
清
漂
、
故
般

若
未
嘗
浄
、
亦
無
縁
致

浄
歎
於
般
若
、
然
纏
云
般
若
清

漂
者
、
將
無
以

般
若
膿

性
鼠
ハ浄

、
本
無
惑
取
之
知
、
不
可
以
知
名
哉
、
壼
唯
無
知
名
無
知
、
知
自
無
知
奥

。
(旺
藏
、
一
五
三
)

と

云

つ
て
、
.典
擦
を
明

に
し
、
難
黙
を
漸
霊
友
滅
し
て
ゐ
る
。
佛
心
が
般
若

の
智
慧

に
不
即

不
離

の
關
係
,を
保

つ
も

の
な

れ
ば
、

一
心
が
増

一
阿
含

経

(雀
六
)
に
説
く

心
清
浄
無
鍛
繊
、
諸
結
便
審
。
(正
藏
、
二
、
五
七
四
)

な

れ
ば
自
ら
般
若
も
清
浄

に
し

て
惑
取
、
分
別

心
が
微
塵
も
存
す

る
理
由
は
な

い
。
叉
共
機
用
を

詮

い
て

是
以
聖
人
以

無
知
之
般
若
、
照
彼
無
相

之
眞
諦

、
置
ハ諦
無
兎
馬
之
遺
一
般
若
無

不
窮
之
磨

、
所

以
會
而

不
差
、
當

而
無

是
、
寂

伯
無
知
、
而
無

不
知
者
尖
。
(同
論
、
一
五
三
)

と

之
を

六
祀

慧
能
大
師

は

善
知
識

、
心
量
廣
大
、
遍
用
法
界

、
用
帥
了

々
分

別
、
鷹
用
便
知

一
切
、

一
心
即

一
、

一
7即

一
切
、
去
來
自
由
、

心
艦
無
滞
、
是
般
若
。
(六
組
檀
纏
、
般
若
第
二
)

と
、
心
性
は
時
塞

を
超
絶
し

て
汎
大
無
邊

で
あ
り
、
然

も
其
機
用
は
自
在

無
擬

に
し
て
物
來
れ
ば
帥

ち
照

し
物

去
れ

ば
即
ち
寂
静

で
臨
濟

の
四
料
簡

を
想
起

せ
し
め

る
。
從

つ
て
宗
敏
的
救
濟
も
哲
學
の
源
泉
も
藝
術

の
神
随

も
涜
生
す

る

の
で
あ
る
。
實

に
文
化

の
総
府

と
言
ひ
得

る
で
め
ら
う
。

次

に
般
若

の
無
名
無
想
と
言

ふ
は
張
辮
も
甚

し
く
、
「
物
名
」
、
「
形
相
」
は
嚴
存
す

る
と
高
潮
す

る
に
封
し

て

肇
・
論

の
研

究

(六
κ
)
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酔筆
論

の
研

究

、

.

(六
六
)

般
若
義

者
、
無
名
無
読
、
非
有

非
無
、
非
實
非
虚
、
虚
不
失
照
、
照

不
失
虚
、
斯
則
無

名
之
法

、
故
非
言
所
能
言

也
、
言
錐
不
能
言
、
然
非
言
無
以
傳
、
是
以
塁
人
終

旦
言
而
未
嘗
言
也
。
(同
論
、
、一
五
三
)

と
、
是
れ
言
象
外

に
存
し
、
唯
、
直

接
経
験

に
於

て
の
み
「
自

知
」
惑
る

～
事
を
説

い
た

の
で
あ

る
。

ウ
パ

ニ
シ
ヤ
ッ

ド
に
於
て
も
此
を
名
僻
、
形
相
外

に
實

我
は
存
在
す

る
と
云

つ
て
ゐ
る
。
試

み
に
之
を
掲
げ

て
見

よ
う
。
、

・肖
冨

寒

①
『
.・塁

昔

図
.・。曇

冨
『

碁

・蓬

。。
垂

。ξ

。
血
・
・
。ε

・塁

・
。

喜

ρ

。
=

巨

く
。蔓

霧

窪

8

樽訂

=

蓼

αq
お

書

客

誘

σq
円
巴

冨

首

婦

。
誤

け。・
・

(∩
『
鋤
P
山

¢
℃
・
ぐ
H●
H
b9
)

・・岸

p
;

}】喜

誓

g

.・
号

けぽ

。
。・
.・
§

。
矯
三

琶

=

ず
g

。
×
冨

じ

。・
富

ω舞

H
什
葺

匿

幕

・
出
葺

冨

。・
。
篤
噂

塁

自
.
昏

8

"
○

ω
く
g
舞

。
g

罧

劃
、.
(∩
げ
働
⇒
臼
二
で
。
<
H●
H
如
)

佛

敏

乃

至

佛

敏

系

以

外

に

も

か

、

る

意

味

を

述

べ

て

ゐ

る

者

、

乃

ち

キ

リ

ス
ト

敏

紳

秘

圭

義

の

鼻

租

デ

オ

ニ
シ

ユ

ス

津

。
§

ω。
。
逗

;

言

σ・
.・
剛・
蚤

冨

・。
島

。
=

三
。蚕

ヨ

。;

琶

二
舞

σ・
剛・
き

p

§

貫

.。
・
霧

。
子

。
ユ

§

旨
σ・
g

8

ヨ

。
二

。・

一雪

・
与

・
;

毒

ぴ
㊤

ち

・
目

・
a
・
さ

§

§

σ・
鼻

&

・
ち

。
「
舜

冨

6
m・・
三

。
『

・
虐

昌

什ざ

…

…

H
二

の

量

臼

9

・
ω
。・
。
蕊

ρ

ま

機

。
馨

葺

ざ

き

二

§

9

内
く
窪

冥

9

Φ
。
ε

巴

8

垂

9

島
。
。
m
ロ
9

ず
9
9

σq
m
8

・

ぞ

…

H
二

・・
蔓

。
§

肋
。
毘

な

。
『

乱

・,号

3

峯

g

…
藁

慧

q

ヨ

g

α
三

昌
ξ

…

q
。
。
α
巷

・,
ヨ

。
茎

く
2

畳

鼻

窃

壽

ζ

薯

智

、
6けρ

巴

亨

ぎ

巨

⑲

と
否
定
し

て
居
る
。

叉
多

く
の
紳
秘
圭
義
者

に
其
例

を
見
る
。
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叉
、
聖
心
を

「
無

知
」

と

一
方
で
読
き
、
他
方
「
無
所
不
知
」
と
云
ふ
は
讐

へ
ば
寒
暖
相

反
し
、

得
失
相
排

く
如

く

で
、
論
理
的

に
自
家
撞
着

に
堕
し

て
ゐ

る
。
之
に
封
し
て

若
知
得
於
望
心
、
無

知
無
所
辮
、
若
無
知
得
於
聖

心
、
知
亦
無
所
辮
、
若

二
都
無
得
、
無
所
復

論
哉
。

と

云
つ
て
「
無

知
」
と
1
無
所

不
知
L
の
問
題

を
ば
純
論
埋
的
な
規
矩
準
縄

に
由

つ
て
解
決

せ
ん
と
焦

慮
し

て
ゐ
る
。

か

、
る
妄
見

に
囚
れ
ば
曙

光
の
與

へ
ら

る

、
は
萬

一
も
な
し
。
由

つ
て
之
を
打
破

し
て
左

の
如
く
言

ふ
。

夫
聖

心
者
、

微
妙
無

相
、

不
可
爲
有

、

用

之
彌
勤
、

不
可
爲
無

、

故
聖
智
存
焉
、

不
可

爲
有

、

故
名
敏
絶

焉

、

是
以
言
知
不
爲
知
、

欲
以
通
共

堕
、

不
知
非
不
知
、

欲
以
辮
其
相

、

辮
相

不
爲
無
、

通
竪
不
爲
有

、

非

有

、
故
知
而
無

知
、
非
無

、
故
無
知
而
知
、
是
以
知
即
無
知
、
無

知
即
知
、
無
言
異
、
而
異
於

聖

心
也
。

(同
論
、

一
五
四
)

「
無
知
即
知
」
と
断
じ

て
ゐ

る
は
無

知
即

全
知
と
な
り
、

一
切
を
覧
知
し
乍

ら

も
唯
否
定

的
冠
詞
を

付
し
て

コ

「層
深

遠
な
智
」

と
智
を

云

つ
た
迄

で
あ

る
。

故
に
蘭
漢
道
隆
も
言

つ
た
o

「
道
不
在
見

聞
畳

知
、
而
不
離

見
聞
覧

知
中
」
。

(町
田
呑
空
編
、
注
心
経
)

か

く
「
無
智
」
を

説

い
て
ゐ
る
。

更

に
無
智

に
就

い
て
論
難

し
て
曰
く
、
眞
諦
は
深
玄

に
て
聖
智

は
萬
能

で
あ

る
。
愛

に
於
て
置
ハ諦

は
般
若

の
縁

で
、

其

の
縁

に
擦

つ
て
聖
鯉
を
膿
す

る
と

せ
ば
「
智
」
は
「
知
」
で
あ
る
。
無
智

と
は
如
何
。

肇
・
鰹謂
の
研

究

(
六
七
)



肇

論

の

研
一
究

(
六

八
)

も

之

に
答

ふ
る

に
「
以
縁
求
智
、
智
非
知
也
」
。

(同
論
、
一
託
四
)
と
駁
し
、
更

に

「
智
」
を
融
別
し

て
「
眞
智
」
と
惑
智
と
爲

し

て
、
前
者
は
「
縁
所

不
能
生
、
故
照
縁
而
非
知
」
と

し
、
後
者
を
「
爲

縁
之
所

起
、
故
知
縁
相
因
而
生
」
と

云
ふ
て
、

置
ハ智
は
萬
能

不
慧
な

る
事
を
明
示
し

て
ゐ
る
。

叉
「
知
」
を
惑
智
と
し
て
、
眞
諦
自
ら
無
相
無
象
な

る
を
係

ら
す
、
之

に
由

つ
て
知
る
と
云

ふ
も
共

の
根
擦
何
れ

に
あ

る
が
更

に
到
明

し
な

い
。
相
あ
る
も
の
は

必
す
縁

法

で
あ

り
、
縁

法

は
既

に
述

べ
た
如

く
「
塞
」
で
あ

る
。
愈

々
探
求
し

て
愈

々
暖
昧
な
所
論

と
な

る
。
眞

智
は

一
難
不
昧
、
而
辮
如
如
、
實
相
之
圭
人
、
六
門
通

徹
而
具
了
了
、
観

照
之
鱒
徳
、
故
名
般
若
。
■
(金
剛
縄
川
老
頒
古
詐

親
序
)

で
到
底
「
知
」
と

匹
儒

す
る
も

の
で
、
明
瞭

に
唆
別
さ

る
可
き

で
あ

る
。

叉
前
段

に
云
ふ
「
不
取
」
を

捕

へ
て
曰
く
、
第

一
に
論

者
が
無
智
盆

る
が
故

に
「
不
取
」
と

云

ふ
は
知

る
所
既

に
あ

つ
て
「
不
取
」
と
読

く
の
か
。
若

し
「
無
知
」
に
し

て

「
不
取
」
な

り
と
唱
道

せ
ば
暗
夜

に
黒
自
を
辮
す

る
事

の
不
可
能

で
あ

る
が
如

く
で
あ

る
。
然

る
に
若

し
知

る
所
あ

つ

て
「
不
取
」
と
云
は

ゴ
不
取
と
は
云

へ
ま
い
。
第

二
は
聖

心
は
物
を
物
と
せ
す

、
故

に
惑
取
無
し
と

高
調

せ
ば
、
先

づ

「
無

取
」
は
無
口兀
、
無
是

は
無
當
と
な
り
誰
か
聖
心
を
得
、
誰
か
知
ら
ざ
る
所
な
し

と
断
言
し
得
ら

る
、
哉
と
。

.

此
等

の
爾
難

に
答

ふ
る

に
、
第

一
に
は

非
無
知
故
不
取
、

又
非
知
然
後

不
取
、
知
即

不
取
、
故

不
取
而
知
。
(同
論
、
一
五
四
)

と
辮
明
し

て
ゐ

る
。
是
れ
六
組

慧
能
大
師
が
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何
以
故
、
爲
世
人
八
萬

四
千
塵
勢
、

若
無
塵
無
努
、

知
慧
常
現
、

不
離
自
性
、

悟
此
法
者
、
即

是
無
念
無
憶
無

著
、
不
起

証
妄
、
用
自
眞
如
性
、
以
智
慧
槻
照

、
於

一
切
法
、
不
取
不
捨
、
帥
是
見
性
成
佛
・
(
六
祀
橿
経
、
般
若
第
二
)

と
獅
子
吼

せ
ら
る

、
事

に
徴
す

る
も
明
な

る
如
く
、
無
稽

の
言
を
吐

く
の
で
な

い
事
が
到

る
。

第

二
の
問
題
に
封
し

て
左

の
如

く
言

ふ
。

り

ぬ

も

で

然
、
無
是
、
無
是
無
當
者
、

夫
無
當
則
物
無
不
當
、

無
是
則
物
無
不
是
、

物
無
不
是
、

故
是
而
無
是
、
物
無
不

　

ゐ

　

ぬ

當
、
故
當
而
無
當
。
(同
論
、
一
五
四
)

と

い

つ
て
、
そ

の
無
是
、
無
當

を
肯
定

し
て
「
是
而
無
是
」
、
「
當
而
無
當
」
と
詮
き
甚

だ
不
可
解

に
考

へ
ら

る
も
心
奥

に
潜
む
知
は
斯
ぐ

表
象

せ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ

る
。
大
珠
慧
海
暉
師
も
之
と
同
じ
事

を
言

つ
て

ゐ
る
。

般
若
無
知
無
事
不
知
、
般
若
無
見
、
無
事

不
見
。
(頓
悟
入
道
要
門
論
)

次

に
聖
心
の
無
相
な

る
所

以
の
不
明
な

る
を
問

ふ
。
之

に
封
し

て

聖
人
無
無
相
也
、
何
者
、
若
以
無
相
爲
無
相

、
無
相
即
爲
相
、
捨
有
而
之
無

、
…
…
是
以

至
人

庭
有
而

不
有
、
居

無
而
不
無

、
錐
不
取
於
有
無

、
然
亦

不
捨
於
有
無
、
所
以
和
光
塵
勢

、
周
旋
五
趣
、
寂
然
而
往

、
伯
爾
而
來
、
悟

淡
無
爲

、
而
無

不
爲
。
(同
論
、
一
五
四
)

と
云

ふ
。
総

て
爲

さ
ん
と
す

る
は
「
努
力
」
で
、
「
努

力
」
は
「
妄
執
」
に
堕
す
。
さ
れ
ば

「
無
相
」
な

ら
ん
と
す

る

「
努

力
」

は
必
す
「
有
相
」
で
純

一
な

る
無
相
と
云

ふ
事

は
云
ひ
得
な

い
。
故

に
「
居
無

而
不
無
」
と
云

ふ
も
読
明
と
し
て
最

肇
・
論
の

研

究

(
六
九
)
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肇

弥㎜
の
研
究

(七
〇
)

後

の
表
現

で
あ

る
。
老
子
も
「
道
」
を
説
く

に

淵
今
似
萬
物
之
宗
、
湛
夢
似

或
存
。

(痘
徳
鯉
、
第
四
章
)

無
状
之
状
』

無
物

之
象
。

(同
上
、
第
+
四
章
)

な

ど

～
漠
然
と
詮
表
し

て
ゐ
る
。

右
の
文
中
道
徳
紹

の

「
無
爲
而
無
不
爲
奥
」
。

(四
+
八
章
)

「
滋
常
無
爲
而
無
不
爲
」
。

(三
+
七
章
)

」
「
和
光
同
塵
」
。
(四
章
)

等

の
文
を
轄

用
し
て
至
道
を

形
容
し

ゐ
る
。
之
を
以

て
彼
の
思
想

に
老
荒

の
影
響

し
て
ゐ
る
所
多

大
な
る
事
が
窺

は

れ
る
。

叉
、
愛

に
聖

心
に
生
滅
あ
り
と
高
調
す

る
。
之
を
駁
す

る
に

生
滅
者
、
生
滅
心
也

、
聖

人
無

心
、
生
滅
焉
起
、
然
非
無

心
、
但
是
無

心
心
耳
、
叉
非

不
慮
、

但
是
不
鷹
鷹
耳
、

是
以

聖
人
鷹
會
之
道

、
則
信
若
四
時
之
質

、
直

以
虚
無
爲
膿
、
斯

不
可
得
而
生
、
不
可
得
而
滅

也
。
(同
論
、
一
五
四
)

と
言

つ
て
ゐ

る
。
聖
心
は
「
不
可
得
而
生
」
、
「
不
可
得
而
滅
」
と
云
ひ
得

る
の
み
で
、
明
白

に
生
起

、
滅
亡

を
云

ふ
は

妥
當

で
な

い
。
大
慧
宗
某
灘
師

も
云

つ
た
。

群
窯

一
源
假
名
爲
佛
…
…
能

泣
化
萬
物
、
萬

物
造
化
、

不
得
。
(大
慧
並口畳
騨
師
並口読
春
一
二
+
九
頁
)
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尚
龍
樹
は
成
壊
を
読
く

に

若
離
成
壊

不
可
得
、
何
以
故
、
若
離
成
有
壊
者
、
則

不
因
成
有
壊
、
壊
則
無
因
、

叉
無
成
法
而

可
壊
、
成
名
衆
縁

合

、
壊
名
衆
縁
散
、
若
離
成
有
壊
者

、
愈撒
成
誰
畳
田
壊
。
(正
藏
、
三
〇
、
二
七
)

痴

と

云

つ
て
居

る
。
生
滅

土
ハ
に
聖
心
に
於

て
不
可
得

に
し
或
は
滅
と

云

ふ
外
な

い
。

更

に
、
追
及
し
て
聖
智

の
無
と
惑
智

の
無

と
共
に
生
滅
な
し
と
説
き
、
如
何
な

る
理
由

で
相
違
す

る
乎
と
。
之

に
封

し
聖
智
之
無

者
、
無

知
、
惑
.智
之
無
、
知
無

、
其
無
錐
同
、
所
以
無
者
無
也
。

(同
論
、
一
五
四
)

と
、
爾
智
の
無
を
辮
別

し
、
更

に
無
知
と
知
無
と
を
置
分

し
て
左

の
如
く
論

す
。

夫
聖
心
虚
静
、
無
知
可
無
、
可
日
無
知
、
非
謂
無
知
、
惑
知
有
知
、
故
有
知
可
無
、
可

日
知
無

、
非
謂
知
無
、
無

知
.即
般
若

之
無
也
、
知
無
、
即
眞
諦
之
無
也
、
是
以
般
若
之
與
眞
諦
、
言
用
即

同
而
異
、
言
寂

.即
異
而
同
、
同
故

無
心
於
彼
此
、
異

故
不
失
於
照
功
、

是
以
辮
同
者
同
於
異
、

辮
異
者
異

於
同
、

斯

則
不
可
得

而
異
、

不
可
得
同

也
o
(同
論
、

一
五
)

無
知
と
知
無

と
は
異

に
し

て
同
、
同

に
し

て
異
な
れ
ば
、
異
を
読

く
者
來
れ
ば
異

、
同
を
唱

ふ
者

來
れ
ば
同
と
肯
定

し
自
由
無
滞

で
あ

る
。
是
れ
賢
首
大
師
が

諸
法
相
帥

自
在

問
、

此
上
諸
義
、

一
.即

一
切
、

一
切
即

一
。

…
…
…
知

一
即
多
多
即

一
也
。
(華
嚴
.五
教
章
)

肇
・
論

の
研

究

(七
一
)
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肇

論

の
研

究

(七
二
)

と
説

く
辮
謹
と
同

一
で
あ
る
。

衣

に
前
段
の
交
意
を
承
け
、
共

用
を
言

へ
ば
異

と
説
き
、
共
寂
を
語
れ
ば
同
と
明

す
。
然
ら
ば
般

若
之
内

に
用
寂

の

-差
異
あ

る
が
。
之

に
明
解
を
與
え
て
曰
く

用
・即
寂
、
寂
即

用
、
用
寂
膿

一
、
同
出
異
名
、
更
無
無
用
之
寂
、
而
主
於
用
也
、
是
以
知
彌
昧

、
照
途
明
、
紳
彌

静
、
鷹
途
動
、
量
日
日
日
動
静
哉
。
(同
論
、
蓋

四
)

是

れ
、
明
昧

一
如
、
動
静
不

二
の
端
的
を
道
破
す
。
明
昧
、
用
寂
は
差
異
な
く
異
身
同
膿
と
も
云

ひ
得

る
。
明
の
碩

儒

、
王
畿
が

寂

之

一
字
、
千
古
聖
學
之
宗
、
戚
生
於
寂
、
舎
寂
而
縁
威
、
謂
之
途
物
、
維
感

而
守
寂
、
謂
之

泥
虚

。

(明
儒
學
案

巷
+
二
、
三
+
頁
)

と
云
ひ
、

天
童
宏
智
灘
師

の
所
謂

獣

々
忘
言

、
昭

々
現
前
、
堕
時
廓
爾
、
膿
庭
璽
然
、
雲
然

濁
照
、
照
中
遼
妙
、
露
中
星
河
、
雪

松
雲
嬌
、
晦

而
彌

明
、
隠
而
愈
顯
、
鶴
夢
煙
塞
、
水
含
秋
遠

、
浩
劫
室

々
、
相
與
雷
同
、
妙
存
黙
庭
、
功
忘
照

中
、
妙
心
照
中

、
梶

々
破
昏
、
妙
存
黙
慮
。
(天
童
驚
智
縄
師
廣
録
、
巻
一
、
獣
照
銘
、
六
+
頁
)

で
あ

つ
て
、
黙

々
と
は
肇

の
意

に
反
す
る
か
も
知
れ

ぬ
が
、
其
般
若

の
好
機
は
全

く
合
致
す

る
所

で
あ

る
。

ω

嵐
貴

蜜
昌
臼
鯛
…
d
鵠
三
鈴
9
唱
p昌
目
即
H。。P

争

路



②

》
づ。QΦ冨

G自
幕
珍
。。脚
∩
9
ヨ
げ
一阿ソぎ
冨
N
≦
僧巳
⑦屋
δ
ρ弓

㏄胃
。喜
。
H9

㈲

日

O
嵩
夢
)コ騨

9
。ξ
ω貯
㎝
ひ
o
≧
o。彫
四冨

o
翻

}。賃ヨ
"一
。h
Q自
℃Φ∩三
巴
くΦ
嘗
ま
い。嘗
ざ
H。。諺

く
。}
屠益
」
評
。。¢o●

第

五

章

浬

藥

無

名

論

本
章
に
於
て
は
主
と
し

て
浬
桀

の
當
膿
を
詳
述
し
、
其
無
名
と

云
ふ
所
以
を
前
章
と
同
様

に

一
問

一
答

の
形
式
を

探

つ
て
閲
明
し

て
ゐ
る
。

-

最
初

に
浬
葉
を
定
義

し

て
無
爲

、
滅
度
と
し

て
ゐ
る
。
併
し
諸
経
典
を
見
る

に
混
薬
を
隔
別
し
て
有
鯨
浬
漿
、
無

鈴

浬
桀

の
二
種
あ
り
と
す

る
も
、
彼
は
爾
者
の
關
係
を

有
飴
無
饒
者
、
良
是
出
腱
之
異
號
、
慮
物
之
假
名
耳
。

(正
藏
、
四
五
、
一
五
七
)

と

云

つ
て
、
有
鯨

無
絵

は
別
膿

で
な

く
て
眼

に
於
け

る
左
右
爾
眼
あ

る
如
く
「
殊
而

一
」
と
読
く
。
而

し
て
湛
般
木
の
膿
●

を

次
の
如

く
言

ふ
。

寂
蓼
虚
膿

、
不
可
以
形
名
得
、
微
妙
無
相
、
不
可
以
有

心
知
、
起
群
有
以
幽
升
、
量
太
虚
而
永

久
、
随
之
弗
得
共

躍
、
迎
之
岡
眺
共
首
、

六
起

不
能
撮
共

生
、
力
負
無
以
化
共
膿

、
漬
沸
惚
悦
、
若
存
若

往
、

五
目

不
観
其
容

、

二

聴
不
聞
共
響

、
冥

々
窃
宥
、
誰
見

誰
曉

、
彌
論
靡
所
不
在
、
而
濁
曳
於
有
無

之
表
。
(同
論
、
一
五
七
)

ノ

6

か

く
絶
封
境
に
あ

る
自
性
即
ち
淫
桀

の
道
は
時
問
、
察
問
を
超
越
し
、
解
脱
自
由

の
機
用
に
至

つ
て
は
概
念
的
思
慮

の
企
す

る
所

で
な

く
、
若
し
訟
朋
を
加
え
ば
第

二
義
第

三
義

に
堕
す

も
敢

て
詮
表
す
れ
ば
か

～
る
抽

象
的
形
歌
を
提

肇

論
即
の
研

究

(七
三
)
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肇
・
論

の

研

究

(
七
四

)

示
す

る
外
な

い
。
根
本
的
實
膿
を
虹
斯
表
象
法

に
山

る
例
を

二
、

三
基
げ

て
見

る
こ
と

に
す

る
。

老
子
は
「
道
」
を
説

く
に

硯
之
不
見
、
名

日
夷
、
聴
之
不
聞
、
名

日
希
、
搏
之

不
得
、
名
日
微

、
此

三
者
隅
不
可
致
語
、

故
混
而
爲

一
、
其

上
不
緻
、
其
下
不
昧
、
縄

々
分

不
可
名

、
蹄
於
無
物
、
是
謂
無
歌
之
状
、
無
象
之
象

、
是
謂
悦

惚
、
迎
之
不
見
其

首
、
随
之
不
見
共
後
、
執

古
之
道
、
以
御
今

之
有

、
能
知
古
始
、
是
謂
道

紀
。

(道
徳
経
+
西
章
)

と

云

つ
て
ゐ

る
。
亦

リ

ッ
ケ

ル
ト

(
国
●
空
o冨
誹
)

は

.、H
9

匝跨

oヨ
℃
○さ

二
昌
匹
。。9げ
ぎ

9
昌
2

口
ぎ
日
①
昌
臼
g
9

ら

富

ぎ

騨
ダ

¢
ロ
一

。。
替

ぎ

巴
δ
ロ

～
<
亀

o
蕊

9

習

ヨ
o
昌

国
言

窃

、

Ho
ゲ

鴇

ゴ

言

切

鵠

o
「
斜

①
。。

≦

胃

鉱
ロ

]≦
o
o
ひ

o
ぎ

図
即
g
日

α
o
『

ぐ
く
匹
仲
o
ρ

<

o
=

冨

ロ
ロ。
o
口
幽

目
箪

ロ
ヨ
o
ξ

甘
げ

。。餌
ゲ

ぎ

9
=
o
p

日
苺

⊆
日
o
p

国
ぎ

o
の
●

ぎ

飢
①
ヨ

㊤

岡
口
8

窪

℃
山
霧
の

α
搾

三

〇
窪

毛
ρ
σQ
梓

N
⊆

げ
皿
ロ
ヨ
o
昌

国
ぎ

窃

噂

ピ
角

3

両
2

0
ご

国
搾
α

=
巳

類

9
。。
。・
㊤

巴
巳

ぎ

国
ぎ

o
。。

σq
o
ω
9

日

o
盲
窪

●

U

Φ
門

訟

O
鴨
N
O
P

9
=
O
op

　[
①
げ
0
5
匂。

N
ミ
「ω
O
ゴ
O
旨

層国
『α

=
旨
山

霞

ビ
B
ヨ
O
憎

〉

コ
び
o
ε

旨
σq

島
岸

N
二

8

三

p
σq
o
昌

o
o
一
一
三

〇
犀

の
き

ヨ

o
嵩

団
ぎ

o
。・
㌔
、
ω

と

云

つ

て

一
物

(
票

需

。。
)

を

歌

つ

て

ゐ

る

。

斯

様

に

読

明

す

る

も

此

を

言

へ
ば

必

す

共

眞

膿

と

懸

隔

し

、

之

を

知

れ

認



ば
却

つ
て
愚
昧
に
堕
し
、
之
を
有
と
せ
ば
其
眞
性
に
背
乗
き
、
叉
無
と
せ
ば
共
躯
を
傷
く
、
故
に
六
祀
慧
能
は

「
無

一
物
」
と
か

「
有

一
物
無
頭
無
尾
云
々
」
と
云
ふ
。

併
し
其
等
は
絵
儀
な
き

一
句
で
あ
る
。

さ
れ
ば
肇
は
大
智
度
論

(巻
七
)
の

今
是
繹
迦
文
尼
佛
、
得
道
後
七
十
五
日
寂
不
説
法
。
(正
藏
、
二
五
、
一
〇
九
)

と
維
摩
詰
が
不
二
法
門
を
説
い
て
「
黙
然
無
言
」
⑧
と
を
混

一
し
て

所
以
繹
迦
掩
室
於
摩
端
、
浄
名
杜
口
於
毘
耶
。
.(同
論
、
一
五
七
)

と
無
言
無
読
の
裡
に
濃
刺
た
る
大
法
の
躍
動
あ
り
、
久
遠
の
眞
理
と
法
と
し
て
の
人
格
者
も
冥
合

一
致
し
て
居
る
。

繹
迦
は
大
迦
葉

に
拮
華
微
笑
に
由

つ
て
正
法
眼
藏
浬
葉
妙
心
實
相
無
相
微
妙
の
法
門
を
傳
授
し
て
以
來
、
灘
宗
は
不

立
文
字
敏
外
別
傳
を
以
て
旗
幟
と
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
浬
樂
の
膿
は

然
則
有
無
絶
於
内
、
稽
謂
倫
於
外
、
覗
聴
之
所
不
畳
、
四
塞
之
所
昏
昧
、
悟
焉
而
夷
、
伯
焉
泰
、
九
流
於
是
乎
交

　

　

も

や

ぬ

ぬ

　

で

　

も

蹄
、
衆
聖
於
是
乎
冥
會
、
斯
乃
希
夷
之
境
、
太
玄
之
郷
、
而
欲
以
有
無
題
榜

標
、
標
其
方
域
、
而
語
其
紳
道
者

　

ぬ

　

う

不
亦
逡
哉
Q
(同
論
、
一
五
八

で
あ

る
か
ら
「
浬
樂
無
名
」
と
稽

す

る
も
張
ち
荒
唐
無
稽

の
言
な
ら
ざ
る
事
が
諒
解
出

來
る
と
思

ふ
。

然

る
に
浬
榮

の
當
膿

の
無
相
無
名
な

る
を
知
ら
す
し
て
、
算
沙

の
學
弊

に
囚
る
者
之
を
誰
辮
と
し

て
か
或
は
根
振
な

き
砂

上
の
模
閣

と
し
て
信

ぜ
な

い
。
由

つ
て
以

下
閾
明

に
努

力
せ
よ
う
。

肇
・
論

の
研

究

'

(七
五
)

鈴



齢筆

諭

の

研

究

(
七

六
)

先
づ
淫
桀

の
膿
相
が
因
縁
あ

つ
て
存

し
、
且

つ
有
絵
無
絵

の
浬
桀

は
明
白

に
唆
別
す

べ
き

で
あ

る
と
抗
辮

す
る
。
之

に
封

し
て

有
絵
無
飴
者
、
蓋
是
浬
秦

之
外
稽
、
慮
物
之
假
名
耳
、
而
存
稽
謂
者
封
名
、
志
器
象
者
耽
形
、
名

也
極
於
題

目
、

形
也
審
於
方
圓
、
方
圓
有

所
不
爲
、
題
目
有
所
不
傳
、
焉
可
以
名

於
無
名

、
而
形
於
無
形
哉
。

(同
論
、
一
五
八
)

と
云

つ
て
、
理
圓
言
偏

、
意
路

不
透
な

る
事
を
辮
　じ
、
更

に
難
者
が

「
有
齢

無
飴

者
、
信
是
樺
寂

致
敏
之
本
意
、
亦

是
如

來
隠
顯
之
滅
跡
也
」
。

(同
論
、
一
五
八
)
と
云
ふ
如

き
は
未
だ
玄
寂
絶
言

の
幽
致

で
な

く
、

叉
至

人
環
中
の
妙
機

で

も
あ
り
得
な

い
。
唯

一
の
絶
封
者

の
屡
性

の
分
析
を
許
す
と

せ
ば
、
寂

は
照
、

不
獲

は
随
縁
、
止

は
観

、
定
は
慧

、

室

は
不
塞
等

々
で
、
皆
本
膿

に
相
即

し

て
現
象
を
展
開
す

る
の
で
あ

る
。
然
も
其
現
象

は
常
矩
を

逸
し
、
萬

境

に
随

っ
て
韓
鍵

す
る
の
で
あ

る
。
然
も
共

現
象
は
常
矩
を
逸
し
、
萬
境

に
随

つ
て
轄
獲
す

る
の
で
あ

る
。
由

つ
て
彼
は

聖
人
之
在
天
下
也
、
寂
奨
虚
無
、
無
執

無
競

、
導
而
弗
先
、
戚
而
後
鷹

、
讐
猶
幽
谷
之
響
、
明
鏡

之
像
、
封
之
弗

知
其
所
以
來
、
随

之
因
識
共
所
以
往
、
胱
焉
而
有
、
総
焉
亡
、
動
而
遽
寂
、
隠
彌
彰
、
出
幽
入

冥
、
墾
化
無
常
、

其
爲
稻
也
、
因
鷹
而
作
、
顯
述
爲
生
、
息
述
爲
滅
、
生
名
有
飴
、
滅
名
無
飴
、
然
則
有
無

之
稻

、

本
乎
無
名
、
無

名

之
道
、
於
何
不
名
。
(同
論
、
一
五
八
)

と

云

つ
て
、
浬
樂

の
機
用
よ
り
無
名
と
稔

す
る
所
以
を
導
出
し

て
論

じ
て
居

る
。
更

に
亦
滉
桀

の
膿
認
者
を
叙
し

て

云
ふ
。

⑳



至
人
居
方
而
方
、
止
圓

而
圓
、
在

天
而
天
、
在
人
而
人
、
原
天
能
天
能
人

者
、
壼

天
人
之
能
哉

。

是
れ
大
珠
慧
海
暉
師

が

一
信

の
問
に
答

へ
て
ゐ

る
如
く
で
あ

る
。

問

心
佳
何
慮
即

佳
、
答

佳
無
佳
虚
、
問
云
何
是
無
住
慮
、
答
不
住

一
切
庭
即
住
無
住
庭
、

云
何

是
不
住

一
切
庭
、

答

不
住

一
切
庭
者
、
不
佳
善
悪
有
無
内
外
中
間
、
不
住
塞
亦

不
住
不
塞
、
不
住
定
亦

不
住

不
定

、
即
是
不
佳

一
切

腱
、
只
箇

不
住

一
切
腱
即
是
佳
慮
也
、
得
如
是
者
.即
名
無

住
心
也
、
無
住
心
者
是
佛

心
也
。
(頓
悟
入
道
要
門
論
)

無
佳

心
を
佛
心
と
し
て
ゐ
る
の
は
、
絶
封
界

は
思
惟
を
容
れ
ざ

る
純
圓
猫
妙

の
世
界

で
あ
る
事
を
意

味
し
、
所
謂
概

念
以
前
、
経
験

以
前

の
世
界

で
あ

つ
て
、
圭
客

の
封

立
を
豫
想

せ
る
吾
人
の
認
識

の
封
象
と
は
な

り
得
な

b
の
で
あ

る
。
時
塞
因
果

の
制
約
を
超
絶

し
た
る
者
で
あ

る
か
ら
、
唯
吾
人

の
直
観

の
み

に
依

つ
て
膿
験

せ
ら
る
。

何
故
な

ら

ば
、
因
果
時
塞

の
制
約
を
超
脱
し
た
る
も

の
は
、
微

の
眞
境
を
窮
明
し

て
ゐ
て

≦

凶巨
鉛
B

冒
目
o。。
(HoQ劇鱒1
μり
HO)

が

「
神
秘
経
験

は
表
現
を
侮

り
、
同
経
験

の
内
容

の
適
切
な

る
報
告

は
言
語
道
断

で
あ
る
」
。
㈲
と

さ

へ
云

つ
て
居

る
如

く
で
あ

る
。
而
し
て
混
禦

は
青
目
論
師
が
中
論

に

五
陰
相
績
往
來
因
縁

故
、
説
名
世
間
、
五
陰
性
畢
覧
塞
無
受
寂
滅
、

此
義
先

已
説
、
以

一
切
法

不
生
不
滅
故
、
世

間
與
浬
築
無
有
分

別
。
(
正
藏
、
三
〇
、
三
六
)

と
提
示
し

て
居
り
、
亦
由
來
輝

宗
は
現
身
成
佛
を
唱
導

し
て
ゐ
る
。

そ
れ

に
も
係
ら
す
難
音
は
衣

の
如
く
云

ふ
。

聖
人
患
於
有
身
、
故
滅
身

以
蹄
無
也
。

(同
論
、
一
五
八
)

肇
・
論

の
研

究

(七
七
)

41



肇

論

の

研
究

(七
八
)

之
に
封
し

て
「
無

乃
乖
乎
聯
極
、
傷

於
玄
旨
者
也
」
。
(同
上
ノと
、
断
じ

て
ゐ
る
。
是
れ
明
に
龍
樹
が

有
術
非
浬
築

、
何

況
於
無
耶
、
浬
築
無
有
有
さ
何
庭
無
。
(正
論
、
三
〇
、
三
五
)

と
論

じ
鑑
し

て
ゐ
る
。
有
無

に
堕

す
る
所

に
有
絵
淫
築

に
封
し

て
無

絵
混
榮
を

立
て

、
、
之
を
虚

無
寂
滅
な
り
と
云

つ
て
居

る
。
宜
哉
。
之
を
早
く
は
佛
弟
子

の
中

に
、
下

つ
て
は
部
涙
佛
敏
時
代

に
維
量
部
(
ω
智
#
鋤
コ
ロ
訂
鴇
ω
暮
什p
暮
p
)

の
如
き
は
か

～
る
意
見
を
爲

し
、
今

日
も
荷
東
西

の
學

者
中

に
此
種

の
圭
張
を
爲

す
も
の
十
指
猶

足
れ
り
と

せ
粗
。

例

へ
ば

}
・
U
鋤三
ヨ
碧
ロ

氏
の
浬
葵
論

(
密
【冨
炉

の
旨
-
嶺
)

の
如
さ

、

国
。。6ゴ
9

氏

の
滅
諦
論

の
結
論

の
如
き

(
冒
。

げ
2

∈
乙

け
・年
・
α
窃

切
&

α
ご
。。
隔
p・
ま
)
・
∩
ぴ
一一亀
曾

氏

の
巴
利
僻
典

に
於
け

る

客
ぴ
げ
鋤
轟
む

の
解

繹

の
如
き
、
近

く
は

H
oロ
蕃

島
σ
㌶

<
需
①
勺
o蕩
・・一∋

氏

の

H
ゲ
o
<
¶哉

8

乞
マ
品
据

中

に
於

け
る
議
論

の
如
き
皆

こ
れ

に
属

す
る
。

一
層
有
無
動
静

の
微

少
だ

に
無

き
を
明

し
て
次

の
如

く
云

ふ
。

法
身
無
象

、
鷹
物
而
形
、
般
若
無
知
、
封
象
而
照
、

既
無
心
於
動
静
、
亦
無
象
於

去
來
、
去
來

不
以
形
、

故
無

器
而

不
形
、
動
静
不
以

心
、
故
無
威
不
鷹
、
然
則

心
生
於
有
心
、
象
出
於
有
象

、
象
非
我

出
、
故
金
石
流

、

而
燃

、
心
非
我
出
、
故
金
石
流

、
而
燃

、
心
非
我
出
、
故

日
用
而

不
動

盆

不
可
盈
、
損

不
可
庸
、
寧
復
病

属
中
蓬

、
壽
極
壁
樹

雲
端

天
棺
、
膿
審
焚
燈

者
哉
。
(同
論
↓
五
八
1
一
五
九
)

叉
曰
く

居
見
聞
之
境
、
尋

殊
鷹
之
迩
、
乗
執
規
矩
而
擬
大
方
、

欲
以
智
勢

至
入
、

形
患

大
聖
、

謂
捨
有
無

入
、

因
以
名
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之
、
貴
謂
探
微
言
薙
表
、
抜
玄
根
於
虚

壊
者
哉
。
(同
論
、
一
五
九
)

次

に
、
混
桀

は
有
無

の
外
域

に
あ

つ
て
超
然
た
る
も
の
で
あ

る
は
前

に
も
述

べ
し
も
頗

る
不
可
解
で
あ

る
と
す

る
。

之
に
封

し
て

有
無
之
歎

、
誠
以
法
無

不
核
、
理
無

不
統
、
然
其
所
統
、
置
ハ諦
而

已
、
纏
日
。
直

諦
何
耶
、
浬
禦

之
道
是
、
俗
諦

何
耶
、
有

無
法
是
。
(同
論
、
一
五
九
)

と
論

じ
、
既

に
開
宗
第

一
の
慮

で
説
く

に

「
不
可
得
而
有
、
不
可
得
而
無
」
と
。
然
れ
ば
有

に
封

す
る
無
、
無

に
封

も

も

ら

ぬ

　

も

　

ぬ

　

す

る
有

で
は
な

い
。
假
令
ひ
有
無
と
稽

す
る
も
眞
塞
を
通
じ
た
有

無
で
其

の
間

に
天
地
の
懸
隔
が
あ

る
。
荷
、
有
無

に
亘
る
鉄
陥
を
指
摘
し

て

有

者
有
於
無
、
無

者
無
有

、
有
無
所
以
総
…有
、
無

有
所

以
繕
無
、
然
則
有
生
於
無

、
無
生
於
有

、
離
有
無
無

、
離

無
無
有
途
、
託
情

絶
域
、
得
意

忘
言

、
禮
共
非
有
非
無

、
貴

日
有
無
之
外
、
別
有

一
有

而
可
稚

哉
。
(同
論
、
一
五
)

と
絶
叫

し
て
ゐ
る
は
四
句
を
絶
し
百
非
を
亡
し
た
る
境
地

に
し

て
唯

「
聖
者

の
み
知

る
所
」
(
男
眉
舞

碧
・
9
昌
.饗

)
な

れ
ば
経
験
と

の
有
無

去
來
の
如
き
相
封
的
形
式
的
な
概
念
を
以

て
思
議

す
る
事
は
到
底

不
可
能

で
あ
る
。
浬
築
経

の

一
を
か
り

來
れ
ば

云
何
如

來
爲
常
住
法
不
礎
易
耶
、
如
佛
言
日
、
離

諸
有
者
乃
名
淫
薬

、
是

浬
繋
中
無
有
諸
有
。
(
正
藏
、
ご
一、
六
二
七
)

で
あ
り
、
無
爲

(聾
のPけ
一く餌
峠P
)

に
し

て
有
爲

の
轄
攣
を
絶
し
、
不
屈

(
ε
呂
冒
莚
)

不
動

(
血
ピ
奉

)

不
死

(ρ
ヨ
鉾
冨
)
に

跡筆

赫㎜

の

研

究

、

(
七
九
)
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肇
・
軌珊

の

研

究

(
八
〇
)

し

て
安
穏

、(
囚
冨
臼
評
)
清
凍

(
も∩
磐
冨
)

の
境
、
彼
岸
超
絶
(
勺
錠
9巻
冨
)
の
眞
實
(
ω
poo
p
)な

り
(
ω
。
醤
図
¢
耳
㌣
Z
涛
ξ
P

画
。。
・
〉
。・
け
す
訂
)
そ
こ
に
は

「
風
も
吹
か
す
も

流

れ
も
流
れ
す
、
有
胎
も
生

ぜ
す
、

日
月
も
出
没

せ
す
」
、
(
C
血
碧
p

昌

.
"
。。oド

瓢
昼

H亭
く
舞
p
す
・
轟
)

で
あ

る
。
か
く
て
「
無
名
」
と
唱
呼
ず

る
は
辮
謹
的
無

に
し

て

経
日
三
無
爲
者
、
蓋
是
群
生
紛
続
、
生
乎
篤
患
、
篤
患
之
尤
、

莫
先
於
有
、

絶
有
於
有
、

絶

有
之
稽
、

莫
先
於

無
、
故
借
無
以
明
其
非
有

、
明
其
非
有
、
非
謂
無
。

(同
論
、
一
五
九
)

と
言
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。

叉
、
右

に
述

ぶ
る
所

の
有
無

の
境
地
を
超
脱

し
た
る
玄
妙

の
道
は
何
庭
に
實
在
す

る
哉
と
。
玄

妙

の
道
は
既

に
述

べ
た
が
如

く
無

聞
無
説
、
無

名
無
相

で
あ

る
。
然

も
古
人
浬
繋

の
桃
源
に
到
達

す
る
に
、
維
摩
は

「
不
離
煩
惜
而
得

浬
桀
」

之
云
ひ
、
維
摩
経

に
現

れ
た
天
女
は
「
不
出
魔
界
而

入
佛
界
」
と
遁
破
し

て
ゐ
る
。
是
等

に
接
見
し

て
如
何
に

.

明
晰
な
理
知
と
錐
も
共

不
合

理
な

る
に
荘
然
自
失
の
外
無

い
で
あ
ら
う
。
か

～
る
謹
悟
が
敏
學
的

に
果
し

て
要
當

な

り
や
否
や
を
問
題
覗
す
る
の
が
最
早
や
問
題
で
あ

る
。

そ
れ
は
久
遠

の
謎
と
し
て
渾
沌

に
投
棄
す

る
は
宗
敏

に
迫
害

の
毒

匁
を
報
ゆ
る
に
似

た
り
と
も

云

へ
よ
う
。
さ
れ
ば
温
桀

の
庭
在
を
知
ら
ん
と

せ
ば
頓
悟
的
妙

悟

に
由

る
外
、
途

は
な

か
ら
う
。
裳

に
於

て
彼
も

玄
道
在
於
妙
悟
、
妙
悟
在
於
帥
眞
、
帥
眞
即
有

無
齊
観
、
齊
観
帥
彼
我
莫

二
、
所
以

天
地
與
我

同
根

、
萬
物
與

我

一
鰹
、
同
我
則
非
復
有
無
、
異
我
則
乖

於
會
通
、
所
以
不
拙
不
在

、
而
遣
存
乎
共
間
奥
。
(同
論
、
一
五
九
)
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む

む

む

　

む

む

と
読
け
り
。
「
玄
道
在
於
妙
悟
」
に
あ

る
徐
れ
ば
古
來
我
暉
宗
は
千
七
百
の
公
案
、
皆

夫

々
妙
悟
を

墓
礎
と
し
て

「
毛

呑
臣
海
、
芥
納

須
彌
」
と

か
「
清
漂

行
者
不
入
混
桀

、
破
戒

比
丘
不
堕
地
獄
」
と
か
「
人
從
橋

上
過
、

橋
流

水
不
流
」
等

々
の
狂
痴
之
語

に
も
似

た
る
公
案
を
課
し

て
ゐ
る
。
然

ら
ば
妙
悟
と
は
柳
も
如
何
と
云
ふ
に
無
門

慧
聞
灘
師

が

「
妙

悟
要
窮
心
路
」
。
(無
門
關
)
と
云

ふ
如
く
、
有
無
、
彼
我
、
憎
愛
等
の
封

立
を
遮

脱
し
、
特

殊
よ
り

普
通

へ
、
束
縛

よ

り
自

由

へ
と
幕
進
し

て
霞
肉
未
分
以
前

の
本

來
の
面
目
を
活
捉
す
る
こ
と

で

あ

る
。

共

本
地

に
到
れ
ば
彼

の
所
謂

「
天
地
與

我
同
根

、
萬
物
與
我

一
膿
」
と
な

る
プ

ロ
チ

ヌ
ス

(
コ
&
建
P

bd
.
∩
』
竃

。り
b。oq
』
ざ
)
も

言

つ
た
。

、.≦
冨
齢
。・o
の。・
δ

口
g

O
g

『$
。。○昌
b
げ
g

m§
蚤
ぽ
ロ
σq
嘆
國o
『
蝉昌
傷
。。q
℃
鼠
o
『
8

0
母

器
霧
§
・…
…
霞
①
芝
8

夢
葛

ωΦ9

α
o
・切
昌
g

鷲
ε
o
『ぐ

m8
噸
α
。
o
。・
3
け
9
m蟄

σq
巳

げ
○機
一口
蟹
σq
ぼ
o
ヨ
o
臼
ぎ
σq
・
国
。
9
き
σq
o・。℃
び
o
。8
。。Φ。,

8

げ
・
ぼ
8
。・色
い
冥
8
貨
〈
8

昌
。
臼
目
09
。
h
ず
冒
。。・
円

〉
び
。。。「び
a

ぎ

O
・
α
㌧
冨

導
爵
窃

げ
暮

pぎ

酔
興

。。
昌
冨

6
ω

同
根

一
膿

と
は
甲

の
圓
環
と

乙
の
そ
れ
と
が
契
合

す
る
が
如

く
で

エ

マ
ー

ソ

ン

(
夘
巴
嘗

≦
巴
山
。

国
ヨ
Φ
3
8
)
も
論

文
集

の
圓
環
論
①

に
同
旨
を
道

ふ
て
居

る
。
で
審

天
地
に
於

て
唯
我
猫
奪

で
あ

つ
て
、
そ

の
庭

に
は
混
桑

の
實
膿
が

嚴
存
し

て
燦
欄
た

る
光
輝
を
登
し

て
ゐ
る
。
亦
、
至
人
は
任
運
自
在

に
し

て
、
共

神
機

は
今
更
贅

言
を

要
せ
ぬ
。

叉

.
曰
く
。

至
人
虚

心
冥
照
、
理
無
不
統
、
懐

六
合
於
胸
中
、
而
盤
堕
有
除
、
鏡
萬
有

於
方

寸
、
而
紳
常
虚

、

至
人
抜
玄
根

於

未
始
、
即
群
動
以
静
心
、
悟
淡
淵
獣
、
妙
契

自
然

、
所
以
庭
有
不
有
、
居
無

不
無
、
居
無
不
無

、
故

不
無
於
無
、

肇

論

の

研

究

・

.

(
八
一
)
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肇
・
論

の
研

究

r

(八
二
)

庭
有

不
有
、
故
不
有
於
有

、
故
能

不
出
有
無
、
而
不
在
有
無
也
。

(同
論
、
一
五
九
)

と
、

至
人
は

六
合
を
胸
中

に
懐

き
、
萬
有
を
方
寸

に
由
り
照
破

し
て
街
飴
り
あ

り
、
而
し

て
彼
此
寂
滅
、
物
我
冥
合

と

云
ふ
。
眞

に

一
切

の
矛
盾
を
戴
断
し

て
騨

の
天
地

に
踏

入
し

た
と

云
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
叢

に
注
目

す
べ
き
ば

「
胸

中
」
「
方
寸
」
を
以
て
宇
宙

の
中

軸
と
し

て
認

め
た
黙

で
あ

る
。
是
れ
達
磨

が

心
者
萬

法
之
根
本
、

一
切
諸
法
唯

心
所

生
。
(「小
室
六
門
」
第
二
破
相
門
。
花
藏
、
四
八
、
三
六
六
)

と
喝
破

せ
る
所

で
あ

る
。

へ
ー
グ

ル
も
同
様

に
「
瀞
」
を
説

い
て
ゐ

る
。

、、O
O齢二
。・げ
α
9

pげ
ω05
けo
Ω
o凶8

目
霞

団房
o
津
旨

幹

良
o
国
×
戸簿
魯
N
血
o
『
≦
o洋
二
9
け
び
δ
ψ。。
器
言
o
国
屋
9
の叫壼

ロ
σq
讐

mO巳
6
ヨ

ω
。冨
覧
…
αq
・
U
器
。・
O
鋒

O
①
算

鐸
巳

ω
9
8
諭
弓
.。・ρ

臼
9
洋

ω餌
器

σq
ε
a
び
。σq
o
σq
鱒誤

鶴覇
・、而

次
に
三
乗
、
.或
は
三
位

に
於
て
諸
経
典

は
夫

々
三
者
に
相

違
す

る
所
あ

る
と
読

く
が
如
何
。
此
質

疑

に
封
し

て
先

づ

究
寛
之
道
、
理
無
差
Q
(同
論
、
一
五
九
)

と
断

じ
、
筒
法
華
経
響

喩
品
の

の
三
車

火
宅
を
遁
れ
る
讐
を
引
用

し
、
究
寛

の
道

に
於

て
は
無
差

別
な

る
も
根
機

の

淺

深
の
故
を
以

て
假
説
的

に
差

別
門

を
建
立
し
た
迄

で
あ

る
。
三
車

共

に
焚
焼

の
家
宅
か
ら
遁
避

し
た
の
で

「
以
倶

出
生

死
。
故
同
穣
胴無
爲
」

(同
論
、
一
五
九
)

で
あ

る
。
併
し
共
三
子

の
乗
車

は
羊
鹿
牛

の
牽
く
三
種

の
車
な

れ
ば

コ
ニ

名
L
を
掲
示
す

る
の
で
、
其
會
蹄
す

る
所

は
皆
同

一
で
あ

る
。
法
雲

も
法
華
纏
義
記
。
(巻
四
)に

夫
有

心
識
者
、
同
蹄

作
佛

然

理
唯

一
致
、
無

三
差
別
。
(績
藏
第
一
輯
第
四
+
二
套
第
二
冊
百
廿
四
頁
右
)



と
云

つ
て
ゐ
る
。
彼
も
三
乗

の
無
差
別
を
読

い
て
次

の
如
く
云

ふ
。

請

以
近
喩

、
以

況
遠

旨
、
如
人
斬
木
、

去
尺
無
尺
、
去
寸
無

寸
、
修
短
在
於
尺
寸
、
不
在
無

、

夫
以
群
生
萬
端
、

識

根
不
」
、
智
堕
有
淺
深
、
徳
行
有
厚
薄
、
所

以
倶
之
彼
岸
、
而
升
降

不
同
、
彼
岸
量
異
、
異
自
我

耳
、
然
則
衆
,

経

殊
緋
、
共
致

不
乗
。
(同
論
、
嚇
六
〇
)

叉
曰
く
三
乗

に
無
差
別
と

云

へ
ば

一
に
し

て
亦
三
な
く
、
相
異
し

て
三
な
し
と
言

ふ
に
外
な
ら

蹟
、
然
ら
ば
如
何

に

し
て
三
乗

の
名
が
生

じ
た
か
。
此
論
難

に
至
つ
て
は
前

文
を

一
讃

せ
ば
明
瞭
な
る
も
重

ね
て
云

へ
ば

如

是
三
乗
衆
生
、
倶
越
妄
想
之
焚

、
同
適
無
爲
之
境
、
無

爲
錐
同
、
叉
不
可
以
無
爲
既

一
、
而

一
於

三
乗
、
然
則

我
即
無
爲
、
無
爲
即
我
、
無
爲
壼
異
、
異
自
我
耳
、
所
以
無
患
錐
同
、
而
升
虚
有
遠
近
、
無
爲

錐

一
、
而
幽
堕
有

淺

深
、
無
爲
即
乗
、
乗
帥
無
爲
也
、
此
非
我
異
無
我

、
以
未
蓋
無
爲
、
故
有
三
耳
。

(同
論
、
一
六
〇
)

と
云

つ
て
「
三
名
」
を
設

立
す
る
所
以
を
読

く
。

次

に
、

三
乗
論

に
關
聯
し
、
煩
幡

の
斬

断

に
就
い
て
漸
悟

で
あ
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
と

説
く
を
詰
問
す

る
。
之

に
答

ふ
に

「
絶
傭
即
眞
」
(同
論
、
一
六
〇
)
と
云
ひ
、
所

謂
煩
櫛
.即
菩
提
は
勿
論
な

れ
ど
も
、
聲
縁

二
乗
は

一
乗

者

の
如
く

に
鏡
俊

な
根
機

で
な

く

一
律

に
斯
く
頓
悟
を
張
調
す
る
事
は
出
來

鴎
。
換
言
す
れ
ば
、
菩
薩

の
才
器
な
れ

ば
生
死
即
浬
築
、

煩
憎
即
菩
提

で
、
即
今
畳

悟
せ
ば

法
が
自

己
と

な

つ

て

活

現
し
、
自

己
の
活
動
が
即
ち
法

の
活

動
と
な

る
の
で
あ

る
。
然

る
に
聲
縁
の
二
乗

は
漸
進

的

に
理
想
境

に
行
き
、
共
過
糧

に
は
絶
え
ざ

る
研
鐙

修
道

せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
因

つ

一肇

論

の

研

究

(
八
三
)
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肇

晒網

の

研

究

(
八
四
)

邑て

曰

く

夫
薯

漿

、
然
蓋

滑

涯
、
正
使
智
猫
身
子
、
響

満
願
、

窮
才
極
慮
、

莫
窺
共
畔
、

況
乎
虚
之
徽
、

重
玄

域

、

其

道

無

涯

、

欲

之

頓

誰

耶

。

(
同
論
、

圃
六
〇
)

と

、

尚

叉

曰

く

篤
學
誉

盆
、
爲
導

日
損
、
爲
道
者
爲
於
無
磐

也
、
爲
於
無
爲
而
日
損
・…

要
損
麦

損
之
・
以
至
於
鴛

耳
。
(同
論
、
一
六
〇
)

と
言

つ
て
漸
悟

を
唱
導
す

る
意
味
を
明
し

て
ゐ
る
、
右
丈

の
道
徳
纏
中

に
あ

る

,
爲
學

日
盆
、
爲
道

日
損
・
損
之

叉
損
・
以
至
於
無
爲
・
(四
夫

章
)

と
全
く
同
文
を
活
用
し

て
ゐ
る
。
斯

の
如

く
道

元
灘
師
も
絶
學
去
智

の
二
乗

に
必
要
を
説

い
て
曰
く

し

　

も

　

も

ね

右
俗
日
、
學
乃
腺
在
共
中
、
佛
言
、
行
乃
諺
在
其
中
、
未
嘗
得
開
不
學
而
得
腺
者
、
不
行
而
得
謹
、
縦
行
有
信
法

ほ

も

も

も

　

　

も

ゆ

　

　

　

　

め

な

も

　

　

　
　

頓
漸
之
異
、
必
待
行
吟
超
誘
焉
、
縦
學
有
淺
深
之
科

、
必
積
學
吟
預
緑
臭

。
(學
道
用
心
集
)

と
垂
誠

し
て
ゐ
る
。

叉
聖
人
動

に
し
て
寂

、
無
爲

に
し

て
爲
な
り
と
言
ふ
は
殆

ん
ど
南
を
指
し
北

に
向

ふ
と
異

る
所
は

な

い
。
何
故
か

～

る
矛
盾
を
妥
當
な
る
哉
。

之
に
封
し

て

物
莫
能

二
、
故
途
動
途
寂
、
物
莫
能

一
、
故
途
寂
途
動
、
所
以
爲
部
無
爲
、
無
爲
.即
爲
、
動
寂

錐
殊
、
而
莫

之
可
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、

異
突
。
(同
論
、
一
六
〇
)

と
。
非
論

理
的
這

の

一
句

子
は
唯

自
己
の
紳
霰
を
窮
明
し
た
と
膿
験

上
よ
り
喝
破
し
得

ら
る

～
妙

機

で
あ

つ
て
、
徒

に
學
問
的
謹
明

に
由
り
墓
礎

付
け
ん
と
試

み
る
は
依
草

附
木

の
精
蕪

に
瞳
落

す
る
の
み
で
あ

る
。

是
れ
永
明
壽
灘
師

か
妙
悟

の
活
用
を
提
示
し

て
左

の
如

く
喝
破
す

る
所
と
異
ら

ぬ
。

菩
提
無
登
而
登

、
佛
道
無
求
而
求
、
妙
用
無
行
而
行
、
眞
智
無
作
而
作

。
(永
明
壽
暉
師
萬
善
同
婦
偶
)

更

に
難
問

す
る
に
、
衆
生
存

七
て
浬
桀
あ

る
如
く

に
読
く
も
経

に
、
浬
築
は
無

始
無
終
と
、
叉
學

ん
で
後

成
る
に
非

す
と
言

ふ
。
然
ら
ば

二
者
軌
れ
が
先
後
な

る
乎
。
・
此
難
詰

に
封
す

る
に

夫
至
人
塞
洞
無
象
、
而
萬
物
無
非
我
造
。
會

萬
物
以
成

己
者
、
共
唯
乎
。
(同
論
、
二
六
一
)

と
辮

じ
て
ゐ
る
。
肇

の
出
世
當
時
、
否
没
後

に
始
め

て
華
嚴
経

の
翻
繹

せ
ら
れ
た

に
も
係
ら
す

、

一
言

に
し
て
其
精

つ

も

も

う

　

　

膿

を
道
破
し

て
「
萬
物
無
非
我
造
」
と
、
彼

の
識
見
、
能
く
達
磨

正
宗

の
椹
軸

に
透
り
、
慧
能

の
大
全

の
旨
を
得

て
居

る
と

も
謂
ひ
得
よ
う
。
石
頭
希
遷
灘
師

は
此

一
句

に
至
つ
て
灘
旨

を
大
悟

し

た

と

云

ふ
所

以
も

容
易

に
推
知
さ
れ

る
。
如
斯
、

一
心
観

を
入
楊
伽
経

も
有
す

る
を

以
て
引
用
し

て
見
よ
う
。

三
界
上
下
法
、
我
読
皆

是
心
、
離
於
諸

心
法
、
更
無

有
可
得
。

(正
域
、
日
六
、
五
五
四
)

菩

薩
摩
訂
薩
、
観
察

三
界
、
但
是

一
心
Q
(正
藏
、
一
六
、
五
二
九
ー
五
三
〇
)

是
れ
肇

の

一
句
と

何
等
揮

ぶ
所
は
な

い
。
か
く

て
こ
そ
理
帥

聖
、
聖
.即
理
と
な
り
、
從

つ
て
宇
宙

と
我
と
冥
合

し

て

肇
・
論

の
研

究

(八
五
)
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肇

論

の

研
究

.
(八
六
)

其
問
、
主
客

の
間
隙
を
差
挾
む
絵
地
は
な

い
。
若
し

か

、
る
統

一
膿
が
破
鍛

せ
ら
れ

た
場
合
、
よ

し
や
肉

に
於

て
生

存
す

る
も
精
赫

は
死
的
状
態
と
縫

ら
な

い
。
・即
ち
純

一
的
純
粋
生
命
な

き
生

け
る
屍

で
あ
ら
う
。
純

輝
生
命

は
父
母

未
生
以
前

の
田
地
を
拓
開

し
て
膿
得
す

る
を
以

て

　

　

ぬ

つ

ぬ

　

う

ぬ

所
以
至
人
敢
玄
機
於
前
兆
、
藏
冥
蓮
於
即
化
、
総

大
合
以
鏡

心
、

一
去
來
以
成
膿
。
(同
論
、
一
六
一
)

と
云
ひ
、
更

に
浬
般
木と
衆
生
と

の
前
後
を
明
し
て
次
の
如

く
云
ふ
。

古
今
通
、
始
終
同
、
窮
本
極
末

、
莫

之
與

二
、
浩
然
大
均
、
乃
日
湛
桀
。
(同
論
、
一
六
一
)

・
か
く
浬
般
木
に
は
古
今
、
始
絡

の
別
も
な

く
、

一
方
、
物
我
冥
合

一
膿
し
「
進
之
弗
先
、
退
之
佛

後
」
(同
論
、
一
六
一
)
な

-
れ
ば
時

間
の
尺
度
を
測
定

せ
ん
と
す

る
も
結

局
、
蒼
塞
を
測
る
蠣

に
も
似

て
ゐ
る
。

さ
れ
ば
淫
桀

を

一
層
明
白

に
せ

ん
爲
め
五
租

と
慧
能
輝
師

の
問
答
を
基
げ

る
。

租
問
日
汝
何
方
人
、
欲
求
何
物

、
慧
能
封

日
、
弟
子
是
嶺
南
新
州

百
姓
、
遠
來
禮
師
、
惟
求
作
佛

不
求
絵
物
、
祀

も

も

う

ね

ぬ

を

う

も

ら

も

た

　

　

も

う

　

　

も

ぬ

言
汝
是
嶺
南
人
、
叉
是
猫
狡
、
若
爲
堪
作
佛
、
恵
能
日
、
人
錐
有
南
北
佛
性
本
無
南
北
、
猫
狡
身
與
和
術
不
同
、

う

も

も

ぬ

も

　

佛
性
有

何
差

別
。
(
六
胆
檀
絶
行
由
第
一
)

最

後

に
、
混
桀

を
膿
認
す

る
者
、
五
蒲

悉
く
滅
審
し
、
三
界

の
外

に
猫
存

す
る
と
せ
ば
誰
か
浬
築

の
道

に
到
達

し
、

膿
悟
す
る
事
が
出

來
得
乎
。
之

に
辮
明
す

る
に

.

夫
眞

由
離
起
、
僑
因
著
生
、
著

故
有

得
、
離
故
無
名
、
是
以
則
眞

者
同
眞
、

法
僑
者
同
鶴

、
子

以
有
得
爲
得
、
故
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求
於
有
得
耳
、
吾
以
無

得
爲
得
、
故
得
在
於
無
得
也
。
(同
論
、
一
六
一
)

と
。
有
得
を
得
と
す
る
所

に
執
著
が
あ
り
、
其
庭

に
第

一
歩

の
錯
誤
が
有

る
。

そ
れ
に
も
關
ら
す
、
其

立
脚
黙
を
放

拗

せ
す
し

て
固
著
し

、
途

に
「
無
得
」
を
「
得
」
と
す
る
謎
を
朶
む

の
で
あ

る
。
無
得

の
得
は
置
ハ塞
よ
り
妙
有
と

云
ふ
意

に

外
な
ら
な

い
。

叉
曰
く

夫
浬
薬

之
道
、
妙
書
常
数
、
融
治

二
儀

、
蕩
源
萬
有
、
均
天
人
、
同

一
異
、
内

不
已
見

、
返
聴

不
我
聞
、
未
嘗
有

得
、
未
嘗
無

得
。
(同
論
、
一
六
こ

浬
梨

の
道
は
解
脱

に
由

つ
て
心
源
を
捕
捉
し

て
心
自
在

を
得
、
然

も
共

の
自
在
の
心
は
空
寂
な

る
が

故

に
煩
拶
、
業

障
、
因
果
を
越
え

て
求
む

る
所
は
な

い
。

是
れ
ウ

パ

ニ
シ
ヤ

ツ
ド
に

目
甘

≦
ぴ
o
冨

二三
く
①
羨
Φ
闘ω
噛旨
a

び
団

叶ぽ
。。
需
誘
o
昌
(智
ε
ω冨

ソ

叶。
≦
ぎ

8

停
o
「o
冨

ぎ
叶三
b
σq
。・
=℃
巴

o
「℃
』
0
3

≦
ぎ
8

慈
o
「o
置

8
旨
冒
四
α
判津
お
3
夢
窪

≦
ゴ
o
ヨ

爵
Φ
δ

♂

づ
g
三
コ
σq
ω巳
昌
興

○
こ

㌶
σq
。さ

乱
6

乙・訂
巳

巴
○
嵩
ρ

臨
×
巴

慨
寄

9
爲
8

言

爵
o
ω一受
.
(もQ<①一.
一q娼
.
肖
)

と

云

つ
た
融
通

性
と
心
露
槻

と
に
於

て
同
様

で
あ

る
。
而
し

て
彼
の
衆
生

の
心
性
親

は

一
切
衆
生
、
本
性
常
滅
、

不
復
更
滅
。
(同
論
、
一
六
一
)

と
云

つ
て
、
灘

家
の
閑
家
具
た

る
「
草

木
國
土
悉
皆
成
佛
」
と
比
較

す

る
に
共
通
す

る
所
あ
り
。

叉

肇

論

の

研
究

(
八
七
)
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肇

論

の

研
究

(八
八
)

玄
道
在
於
絶
域
、
故
不
得
以
得
之
、
妙
智
有
乎
物
外
、
故
不
知
以
知

之
》
大
象
隠
於
無

形
、
故

不
見
以
見
之
、
大

音

匿
於
希
聲
、
以

不
聞
以
聞
之
、
能
嚢
括

終
古
、
道
達
撃
方
、
亭

毒
蒼

生
、
疎
而

不
濡
、
注
哉
洋

哉
、

何
莫
由
之

喪
Q
(同
論
、
一
六
一
)

玄

道
、
佛
心
は
嚴
密
な
意
味

に
於

て
吾
人
の
説
明
を
容
れ

る
事
は
出
來
な

い
。
そ
れ
は
唯
吾

人
の
概
念
表
示

の
符
號

で
あ

つ
て
量
ハ實

相
で
な

い
。
所
謂
大
道
圓
妙

に
し

て
絵

る
所
な
く
鉄

く
る
こ
と
な
く
、
汎
大
な

る

こ
と
大
虚
塞

に
同

じ
と
稽

し
得

る
。
故

に
明
教
大
師
(
契
嵩

)
も
輔
敏
篇
中

の
廣
原
敏

に

心
乎
大
哉
、
至
也
尖

、
幽
過
乎
鬼
紳
、
明
過
乎
日
月
、

博
大
包
乎

天
地
、

精
微
貫
乎
郡

虚
、

幽

而
不
幽
、

故

至

幽
、
明

而
不
明
、
故

至
明
、
大
而
不
大
、
故
絶
大
、
微
而
不
微

、
故

至
微
、
精

日
精
月
、
露
鬼

難
紳
、
妙
乎
天
地

三
才
、
若
無
乎
、
若

不
有

不
無
、
若
不

不
有
、
若
不
不
無
、
是
可
以
言
語
状
乃
乎
、

不
可
以
絶

待
玄
解
諭
、
得

之

在
乎
瞬
息
、
差
之
在
乎
毫
董
者
、
是
可
與
至
者
知
、
不
可
與
學
者
語
。
(正
藏
、
五
〇
、
六
五
事
)

と

云

へ
り
。
斯
様

に
説
く
所
を
以

て
も
明
ら
か
な
る
如

く
浬
繋

の
膿
相
用

に
亘

つ
て
は

ソ
ク
ラ
テ

ス
が

「
汝
自
身

を

知

れ
」
と
論
す
が
如
く

に
自

己
本

來
の
心
華
を
拓
聞
し
て
自
知

さ
る
る
の
み
。
由

つ
て
浬
桀
は
「
無

名
」
な
り
と
云

ふ

も
怪
し
む

に
足
ら
な

い
。

、

凧田

男
一〇プo昆
…
N
詳δ
一け
一づ
創oり
団ポ
N団犀δ
眉餌臼
o
劔
α刈G⇔.

②

維
摩
経
巻
八
、
入
不
二
法
門
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助

比

屋
根

安
定
氏

課

「
改

訂
全

課

宗

教

経
験

の
諸

相
」
(ξ

・
冒
ヨ
O
訟

日
げ
O
<
P
ユ
O島
O
㎝
O
剛
国
O
出
αqδ
ロ
い
0
図
℃
Φ臥
⑦
5
00
)
四

百
六

十
八
頁

(㈲

国
弓
8
貸

切
。邑

薫
。・
π
ρ琶
珪
8
り
国
量

H。。舞

国
σ
蟄

・
"
鳶
。。よ

罫

と
く
。ご
轡
帽
・
・。メ

と
を
批
較
滲
照
せ
よ

㈲

国
。・。・選

oh
冨
号
娼ゲ
妻
巴
畠
○
国
ヨ
o「。・8
℃
oくΦ藁
目
き
巴
き
冨
「楼
・
お
b。メ
"

HO嘱ー
岩
㊤・

.

⑥

国
o。ρ①調
国
μヨ
嘆
h
N霞
国
言
覧
ユ
oも
似&
ρ
言
臼
切
Φσqユ
自
Ω
♀
8
切
ゆ
』㊤Q。・

の

正
藏
、
九
、
=
叫-
唱
八
滲
照
。

結

論

巳

上
、
藪

章
に
亘

つ
て
肇
論

の
成
立
、
思
想
を
分
析
し
解

剖
し
來

つ
た
所
を
通
観
す

る
に
物
不

遷
論

は
不
置
ハ塞
論

を
了
識

す
る
豫
備
的
論

読

で
あ

つ
て
、
不
眞
塞
論

に
於

て
は
萬
有
翼
塞
な

る
事
、
換
言
す
れ
ば
萬

法
は
五
薄
假
和
膿

に
し
て
眞
實
在

に
非
す
と
論
じ
、

一
切
を
否

定
し
、
荷
否

定

に
著
す

れ
ば
否
定
し

て
絶
封
的
塞
を

高
謂
す

る
。
恰
も

ウ
パ

ニ
シ
ヤ
ツ
ド
に
於

て
梵

(
ゆ
蜜
げ
9
騨
口
)
を
「
目
く
非
」
「
曰
く
非
」
(p
。夢

ま
ε

と

云
ふ
が
如

く
で
あ

つ
て
、
否

定
を
生
命
と

す
る
と
錐
も
盧
無
的
室

で
も
頑
塞

で
も
な

い
。

そ
の
眞
塞

の
背
後
に
妙
有

を
認

め
て

ゐ
る
。
唯
吾
人

の

現
象

心
に
由

つ
て
は
言
詮
し
、
瓜
議
す

る
事
が

不
可
能

で
あ

る
か
ら

、
途
に
之
を
境
界
概
念

ー
O
器
自
び
①
σq
瓜
㌣
ー

の

意
味

に
て
塞
と
名
く

る
の
で
あ
る
。
而

し
て
眞
察

の
徹
底
的
實
在
が
帥
ち
浬
桀

無
名
論

に
説
く
「
混

榮

の
道
」
に
外
な

ら
な

い
。

叉
浬
薬

の
當
膿

の
機
用

が
般
若
無
智
論

の
智
慧

の
あ

つ
て
、
眞
塞

の
背
後
に
潜
む
妙
有

を
直
接
的

に
活

用

す
る
も

の
で
あ

る
。
彼

の
淫
桀

の
定
義

は
無
爲
、
滅
度

と
云

つ
て
、
其
浬
桀

に
到
達

す
る
過
程

に
於

て
は
徹
底
前
室

酪
叩
論

の
研
究

、

(八
九
)
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肇
諭

の
研
究

(九
〇
)

を
力
説
し
、
塞
の
寳
劒
に
由

つ
て
凡
ゆ
る
執
著
、
妄
見
を
戴
断
し
て
行
く
直
線
行
程
を
與
え
て
ゐ
る
。
叉
純
粋
な
る

般
若
思
想
に
立
脚
し
て
、
論
名
、
詮
表
語
も
否
定
語
を
冠
し
た
り
、
活
用
し
た
り
し
て
ゐ
る
。
正
に
全
佛
教
史
を
通

じ
て
般
若
思
想
の

一
大
亘
星
と
し
て
見
遁
す
事
の
出
來
ぬ
人
で
あ
る
。

翻

っ
て
肇
論
を
審
か
に
解
剖
し
て
見

る
に
、
後
世
の
灘
宗
思
想
と

一
致
す
る
も
の
が
あ
る
。
由

つ
て
爾
者
を
比
較

す
れ
ば
、
眞
塞

へ
の
過
程
に
用
ふ
る
否
定
圭
義
は
灘
の
謹
悟

へ
進
む
煩
拶
断
霊

の
方
法
、
頓
悟
に
於
い
て

「
絶
僑
即

眞
」
「
髄
悟
即
是
聖
」
と
灘
の
「
煩
拶
帥
菩
提
」
「
生
死
帥
浬
築
」
、
叉
悟
後
の
實
相
観
、
或
は
叉

「
敢
玄
機
於
未
兆
」と

縄

の
父
母
未
生
以
前
の
風
光
徹
見
、
同
根

一
騰
と
灘
の
見
謹
時
の
風
光
と
は
夫
々
共
通
す
る
所
が
あ
る
。
特
に
注
目

す
べ
き
は
「
天
女
不
魔
界
而
入
佛
界
」
「
不
離
煩
拶
而
得
浬
桀
」
と
か

「
繹
迦
掩
室
於
摩
端
、
浮
名
杜
口
於
毘
耶
」
と

か
、
杢
く
繹
家
の
口
吻
と
揮

ぶ
所
は
な

い
。
亦
同
根

一
膿
な
る
語
は
碧
巖
録
第
四
十
則
に
牧
録
さ
れ
て
居
り
、

「
萬

物
無
非
我
造
」

の

一
句
に
至
つ
て
は
石
頭
希
遽
暉
師
は
そ
の
語
に
逢
著
し
て
自
己
の
桃
源
を
諮
然
と
大
悟
し
て
墾
同

契
を
著
し
た
。
帥
ち
五
燈
會
元
(巻
五
)に

師
因
看
肇
論
、
至
會
萬
物
己
者
、
其
唯
聖
人
乎
、

師
乃
術
几
日
、

聖
人
無
己
靡
所
不
巳
、

法
身
無
象
、

誰
云
自

他
、
圓
鑑
難
照
於
共
問
、
萬
象
禮
玄
而
自
現
、
境
智
非

一
、
軌
云
去
來
、
至
哉
斯
語
也
、
途
掩
巷
不
畳
、
寝
夢
自

身
與
六
租
、
同
乗

一
鶉
、
游
泳
深
池
之
内
、
畳
而
詳
之
、
蕪
稲
者
智
也
、
池
者
性
海
也
、
吾
與
粗
師
同
乗
難
智
、

游
性
海
夷
、
途
著
参
同
契
。
(綾
藏
第
一
輯
第
二
編
第
+
一
套
第
一
班
八
+
一
頁
左
上
)
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と
あ
り
、
之
等
を
綜
合
し

τ
考

ふ
る
に
共

思
想
に
於

て
頗
る
頓
悟
灘

に
契
當
す

る
も

の
あ
り
。
故
に
灘

に
造
詣
深
き

清

の
雍
正
帝
(
一
七
一;
丁

一
七
三
五
)
は
御
選
語
録

の
序
(巻
首
)に
次

の
如
く
云
ふ
Q

然
観
蓮
肚
高
賢
傳
中
。
所
載

遠
公
之
語

、
遠
公
固
非
洞
明

泥
海
旨
者
、
往
聞
其

説
耳
、
僧
肇
與
遠

公
同
時
。
晋
有

遠
公
、
秦
有
僧
肇
、
言
浮

土
者
、
推
遠

公
、
言
講
経
者
、
推
僧
肇
、
宗
徒
皆

覗
爲

小
乗
、
謂

是
菩

提
達
摩
以
前

時

人
、
,震

旦
未
聞
教
外
別
傳

之
旨
、
不
得

入
祀
席
焉
、
股
閲
肇
法
師
所
作
、
般
若
無
知
、
混
葉
無
名

、
塞
有
不
蓬
、

形
山
秘
寳
、
諸
論

、
非

深
明
宗
旨

、
何
能

了
了
如
斯

、
以
此
講
経
、

正
是

不
立
交
字
、
諸
佛
慧
命
、
奨
隔
封
彊
、

有

何
A
「
古
、
旦豆
得
謂
註
ロ
坦挫
達
塵
甲未
來
以
汕剛
、
爾辰
旦
無
心ホ
ヒ目
哉
Q
云
云

(績
藏
、
第
一
輯
第
二
編
第
二
十
四
套
第
三
班
百
八
十
一
頁

右
上
)

と
、
叉
同
語
録
御
製
総
序

に
は

閲
從
上
古
錐
語

録
中
、
澤
提
持
向

上
、
直
指
眞
宗
者
。

並
獺
其

至
言
、
手
爲
制
輯
、

日
僧
肇
、

日
永
嘉
、

日
塞

山
、
日
拾
得
、

日
混
山
、

日
仰
山
、

日
趙
州
、
日
永
明
日
、
雲
門
、
日
雪
餐

、
日
圓
悟
、

日
玉
林

、
十

二
隙
師

、

藏
外

之
書
、

日
紫
陽
眞
人

、
乃
不
歎

月
之
功
、
編
次
成
集
者
、
其
他
披
覧
未
周
、
帥

探
綴
未
及
、
非

日
此
外
、
無

可

取
也
。
(績
藏
、
第
一輯
第
二
編
、
第
二
+
四
套
第
三
冊
百
七
十
九
頁
左
上
下
)

と
云

つ
て
、
永
嘉
、
潟
山
、
趙
州

、
雲
門
等

々
の
諸
灘
傑

と
比
肩

さ
せ
、
肇
論
を
語
録
と
し

て
推
墨
・し
て
ゐ
る
、
此

等
爾
文
中
、
前
文

は
隠
當
な

る
も
、
後
文
、
多

少
過
稻

の
嫌
ひ
な

き

に
非
す
。

肇
・
論

の
研

究

'

(九
一
)
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/

肇
・
論

の

研

究

(
九

二
)

亦
明
教
大
師
(
契
嵩
)
が
肇
論

を
推
賞

し
、
同
様

に
明

の
智
旭
鶏

盆
は
「
閲
藏
知
津
」
に
特

に
信
肇

と
南

岳
天
藁

の
著

述
と
を
探

つ
て
支
那
大
乗
論

と
し
て
印
度

の
馬
鳴

・
龍
樹
と
拮
抗

せ
し
む

る
如
き
、
肇
、
千
載

の
下

に
三
人

の
知

已

を

得
た
り
と

云
ひ
得
よ
う
。

上
來
述

べ
る
如
く
、
諸

種
の
黙

に
於

て
縄
宗

思
想
と
合
致
す

る
所

を
登
見
す
る
。
如
斯
き

は
如

何
な

る
因
由

に
嬢

ろ
か
、
共
源
泉
を
探
究

す
る
に
維
摩
経
、
老
荘

、
般
若
純

の
研
究

に
由

つ
て
か

、
る
思

想
を
理
想

的
思
想
と
し
た
も

の
で
あ

る
。
殊
に
維
摩
纏
は
般
若
思
想
が
あ
り
、
頓
悟
思
想
も
あ

る
。
是
経

に
因

つ
て
出
家
し
、

後
に
は
注
を
施
し

り

て
居
る
。
老
子

は
既

に
述

べ
た
如
ぐ
注

四
巻

め
り
、
此
黙
か
ら
、
余
を
し
て
断
案
を

下
さ
し
め
れ

ば
信
肇
は
維
摩
宗

(
若

し
維
摩
経
を
正
所
依

の
経
典
と
す

る

一
宗
派
あ

り
と
せ
ば

)
の
人
と

云
ふ
が
最
も
正
當
と
信
ず

る
、
維
摩
経

は
古

來
輝

家

の
珍
重
す

る
所

で
あ
り
、
日
、
支
那
の
灘

に
少

な

か

ら

す
影
響
す

る
所
が
あ

つ
た
事
は
今
更
贅
言
を
要

せ

ぬ
。
と
同
時

に
灘

宗
敏
學
登
達
史
上
、
信
肇

の
思
想
を
閑
等
視
す

る
こ
と
は
出
來
な
い
。
(
完

)
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